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(54)【発明の名称】 内視鏡医療装置用の表示

(57)【要約】
【課題】  胆管組織内の狭窄の長さを測定するのに適し
た内視鏡を提供する。
【解決手段】  ポリマー外部被覆（４２）を有する中実
コア交換ワイヤガイド（１６）のような細長部材（１０
）からなり、この細長部材の基部部分（４０）上に配置
された一連の目盛基準マーキング（５９）からなる第一
の表示系（１２）を有する。先端部分に放射線不透過性
マーカー（２１）を有するワイヤガイドは体腔（３２）
内を前進される。放射線不透過性マーカーは第二の地点
（３４）にまで引かれ、新たな目盛基準マーキング（１
３）が記録される。目盛に沿った２点間の距離を計算し
、狭窄の長さを決定する。医療処置中に交換ワイヤガイ
ドの位置を維持することができるように検査医を助力す
るために、斜線マーキング（１５）又は螺旋状ストライ
プ（２３）のような第二の表示系（１３）を長手方向移
動の検出を容易にするために包含させることもできる。
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【特許請求の範囲】

    【請求項１】  内視鏡を使用する医療処置中に体腔内に配置される医療装置

であって、該装置は、

  先端部と、先端部分と、基部部分と表示パターンを有する細長部材からなり、

  少なくとも一部分が前記基部部分に配置されている前記表示パターンは、目盛

基準マーキングを有する第一の表示系を含み、

  前記基部部分に配置された前記第一の表示系の少なくとも一部分は、ワイヤガ

イドの先端部分が前記内視鏡の先端部を少なくとも部分的に越えて延びるように

、前記細長部材が前記医療処置中に前記内視鏡内に少なくとも部分的に配置され

るに応じて、前記医療装置の操作者により目視可能である、

ことを特徴とする医療装置。

    【請求項２】  前記医療装置はワイヤガイドからなる、

ことを特徴とする請求項１に記載の装置。

    【請求項３】  前記ワイヤガイドは、ワイヤガイドに沿って配置された固定

基準点を有し、前記第一の表示系は一連の目盛基準マーキングを有し、各目盛基

準マーキングは前記固定基準点までの特定距離に一意的に対応する、

ことを特徴とする請求項２に記載の装置。

    【請求項４】  前記目盛基準マーキングは、前記ワイヤガイドの基部部分に

沿って所定の間隔で分布された連続的に増大するマーカー列からなる、

ことを特徴とする請求項３に記載の装置。

    【請求項５】  前記特異的マーキングは連続的に増大する一連のマーキング

を有し、前記一連のマーキングの各マーキングは前記固定基準点までの特定間隔

に対応し、前記各マーキングは隣接する各マーキングに対して５ｃｍ増分で配置

されている、

ことを特徴とする請求項３に記載の装置。

    【請求項６】  前記目盛基準マーキングは前記固定基準点までの特定距離を

識別する数値を含む、

ことを特徴とする請求項３に記載の装置。

    【請求項７】  前記第一の表示系は、特定の隣接する目盛基準マーキング間
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に配置された複数の中間マーキングを更に有する、

ことを特徴とする請求項６に記載の装置。

    【請求項８】  前記先端部分は少なくとも１個の放射線不透過性マーカーを

有する、

ことを特徴とする請求項６に記載の装置。

    【請求項９】  少なくとも１個の放射線不透過性マーカーのうちの一つは前

記先端部に包含されている、

ことを特徴とする請求項７に記載の装置。

    【請求項１０】  前記表示パターンは第二の表示系を更に有し、前記第二の

表示系は、装置の操作者による前記医療装置の移動を連続的に監視できるために

、特定の目盛基準マーキング間に少なくとも部分的に配置されたマーキングパタ

ーンを有する、

ことを特徴とする請求項１に記載の装置。

    【請求項１１】  前記第二の表示系は、前記細長部材を少なくとも部分的に

囲む一連の不連続な対角線からなる、

ことを特徴とする請求項１０に記載の装置。

    【請求項１２】  前記第二の表示系は、前記細長部材の少なくとも一部分に

沿って延在する少なくとも１本の螺旋状ストライプからなる、

ことを特徴とする請求項１０に記載の装置。

    【請求項１３】  前記細長部材は外層を更に有し、前記外層はこの中に組み

込まれた第一及び第二の螺旋状ストライプを交互に有する、

ことを特徴とする請求項１０に記載の装置。

    【請求項１４】  内視鏡を使用する医療処置中に体腔内に配置される医療装

置であって、該装置は、

  先端部と、少なくとも１個の放射線不透過性マーカーを有する先端部分と、基

部部分を含むワイヤガイドからなり、

  前記基部部分は第一の表示系を有し、

  前記第一の表示系は、前記ワイヤガイドが内視鏡内に配置されている間、少な

くとも部分的に目視可能な複数の目盛基準マーキングを有する、
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ことを特徴とする医療装置。

    【請求項１５】  固定基準点を更に有し、前記第一の表示系は目盛基準マー

キングと、前記目盛基準マーキングの特定のマーキング間に配置された複数の中

間マーキングの両方からなる、

ことを特徴とする請求項１４に記載の装置。

    【請求項１６】  前記目盛基準マーキングは連続的に増大するマーカー列か

らなる、

ことを特徴とする請求項１５に記載の装置。

    【請求項１７】  前記連続的に増大するマーカー列は前記ワイヤガイドの周

囲の異なる番号が付された帯からなる、

ことを特徴とする請求項１６に記載の装置。

    【請求項１８】  前記目盛基準マーキングは前記固定基準点に対して５ｃｍ

増分で配置されており、前記中間マーキングは前記固定基準点に対して１ｃｍ増

分で配置されている、

ことを特徴とする請求項１５に記載の装置。

    【請求項１９】  内視鏡を使用する医療処置中に体腔内に配置される医療装

置であって、該装置は、

  中実の内側コアと外側被覆とからなるワイヤガイドからなり、前記ワイヤガイ

ドは先端部と、少なくとも１個の放射線不透過性マーカーを含む先端部分と、基

部部分と、表示パターンとを有し、

  少なくとも一部分が前記基部部分に配置されている前記表示パターンは、目盛

基準マーキングと、固定基準点とを有する第一の表示系を含み、前記目盛基準マ

ーキングは、前記固定基準点から５ｃｍ間隔で配置された連続的に増大するマー

カーからなり、前記第一の表示系は連続的に増大するマーカー列の特定のマーカ

ー間に１ｃｍ増分で配置された中間マーキングを更に有し、

  前記第一の表示系の少なくとも一部分は、ワイヤガイドの先端部分が前記内視

鏡の先端部を少なくとも部分的に越えて延びるように、前記細長部材の前記基部

部分が前記医療処置中に前記内視鏡内に配置されるに応じて、前記医療装置の操

作者により目視可能であり、  
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  前記表示パターンは、医療装置の操作者により前記医療装置の移動を連続的に

監視可能にするマーキングパターンからなる第二の表示系を更に有し、前記マー

キングパターンは、前記細長部材を少なくとも部分的に囲む少なくとも一連の不

連続な対角線と、前記細長部材の少なくとも一部分に沿って延在する少なくとも

１本の螺旋状ストライプとを有する、

ことを特徴とする医療装置。
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【発明の詳細な説明】

      【０００１】

    【発明の属する技術分野】

  本発明は極小の医療装置に関する。更に詳細には、本発明はワイヤガイド及び

関連装置に関する。

      【０００２】

     【従来の技術】

  内視鏡は、体に本来的に存在する開口を介してアクセス可能な体の多数の領域

を検査したり、治療したりする低浸襲性手段をもたらす。内視鏡は、肺、胃腸管

及び膀胱などのような一層遠隔な位置で処置を行うために、口、直腸又は尿生殖

器路などを介して配置するように設計されている。内視鏡逆行性胆管膵撮影術（

ＥＲＣＰ）のような特定の処置は、この技術を利用するために特別に開発された

。ＥＲＣＰ処置の目的は、管閉塞の疑いがもたれるときに黄疸を評価するため、

癌を診断するため又は膵管、肝臓及び胆管ツリー内の狭窄又は塊の位置を突き止

めるために、胆管組織へのアクセスを獲得することである。これは、スコープを

介して、Ｘ線透視画像化法により染料が注入される胆管ツリー内にカテーテルを

前進させることにより行われる。

      【０００３】

    【発明が解決しようとする課題】

  管内に狭窄が発見されたら、医者は通常、例えば、病変部の開放を維持するた

めにステントを配置する目的のための測定値を得たいと望む。内視鏡は体内の構

造を目視するように設計されているが、胆管ツリーは直視のために好都合な環境

をもたらさない。従って、狭窄又は塊は一層間接的な手段により評価しなければ

ならない。Ｘ線透視検査法は利用可能であるが、Ｘ線撮影法を用いて正確な測定

結果を得ることはしばしば困難である。選択されたサイズが狭窄の全長と等しい

が又は超えなければならないような、ステントを配置する場合に絶対的に必要な

条件となる。第一に必要なことは、狭窄又は胆管ツリー内の同様な構造を測定す

るために、簡単かつ迅速で正確な非浸襲性方法であることである。次に必要なこ

とは、これらの処置の既存部分である装置を使用することによりこれらの測定値
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を得ることができることである。

      【０００４】

    【課題を解決するための手段】

  前記課題は、ＰＴＥのようなポリマー外部被覆を有する中実のニチノールコア

のような交換ワイヤガイドにより解決される。このワイヤガイドは内視鏡と共に

使用され、かつ、患者の体内の解剖学的距離を示す目盛表示からなる、少なくと

も第一の表示系をその被覆上に有する。目盛表示は、一連の連続的に増大するマ

ーキング（例えば、帯、数値目盛系又はこれら両方）を有することができる。数

字以外のその他のタイプの表示も同様に使用できる。例えば、装置の固定点まで

の相対的距離を示すその他の記号又は着色なども表示として使用できる。これら

の表示は先端部又はその他の地点（例えば、ＥＲＣＰワイヤガイド上の２００ｃ

ｍマーク）に存在させることもできる。或る実施態様では、ＥＲＣＰ用の内視鏡

で使用する場合、目盛表示は内視鏡の先端部から２００～２３０ｃｍの領域内に

配置される。ワイヤガイドが胆管組織内に配置される場合、ワイヤガイドの一部

分は少なくとも内視鏡の基部から少なくとも部分的に突き出る。

      【０００５】

  発明の別の実施態様では、本発明による医療装置は、内視鏡に対する医療装置

の相対的な移動を示す第二の表示系を有することができる。医療装置上に印刷さ

れたか又は組み込まれた、対角線、螺旋状ストライプなどのような第二の表示系

は、例えば、交換処理中にこの医療装置が正しい位置に長手方向に移動される場

合に、オペレータによる位置決定操作を助ける。従って、固定位置からの移動が

防止される。第二の表示系は、オペレータが直接視認できるように、ワイヤガイ

ドの基部付近に配置させるか、又は患者の体内の内視鏡により視認できるように

ワイヤガイドの先端部分周囲に配置させることができる。

      【０００６】

  この代表的な実施態様の主たる効果は、ワイヤガイドが補助装置又は器具類を

導入するためのアクセサリーチャネルを有する内視鏡と共に使用される場合、解

剖学的構造を測定できることである。これは、狭窄を測定しなければならないＥ

ＲＣＰ処置において特に有用である。ＥＲＣＰ処置では、内視鏡は十二指腸内を
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前進される。次いで、ワイヤガイドは内視鏡の先端部からファーター(Vater's)

乳頭内に前進され、胆管組織にアクセスする。狭窄を測定するために、放射線不

透過性先端部を有するワイヤガイドは、ワイヤガイドが狭窄部に達するまで前進

される。ワイヤガイド先端は放射線不透過性材料を使用することにより視認可能

に構成されている。例えば、①放射線不透過性材料からなるポリマー外部被覆を

配設する、②タングステンなどのような放射線不透過性粉末が充填されたＰＥＢ

ＡＸ（登録商標）(Elf Atochem North America, Philadelphia, PAから市販され

ている)のようなポリマー先端を付加する、③放射線不透過性帯又は収縮管材料

などのような第二の材料を追加する、又は④例えば、テーパ付けされた中実状コ

アワイヤ上に白金コイルを配置することによりワイヤそれ自体を放射線不透過性

にすることによりワイヤガイド先端を視認可能に構成することができる。本発明

の或る実施態様では、臨床医は、ワイヤガイドが内視鏡又はカテーテルの基部又

は露出端部を出るに応じて、ワイヤガイドの位置を決定し、次いで、放射線不透

過性先端が狭窄の基部境界を指定するまでワイヤガイドを引き抜く。目盛基準マ

ーキングを使用することにより、測定値と計算値との差をマークし、狭窄の長さ

を得る。この知識は、胆管ステントの正確なサイジングのようなその後の処理に

おいて重要なものとなる。

      【０００７】

  本発明の別の実施態様では、ワイヤガイドの長手方向の移動を検出するための

内視鏡検査医の助けとして第二の表示系を使用する。これは次の点で重要である

。すなわち、交換ワイヤとして機能させる場合、その他の装置がワイヤガイドを

介して通されるに応じて、ワイヤガイドの移動が容易に起こり得るからである。

これら移動検出用の表示は、例えば、ワイヤガイド表面に印刷された対角線又は

螺旋状ラインなどであるか、又はワイヤガイドの外部被覆中に螺旋状識別線を組

み込むこともできる。第二の表示系は、内視鏡検査医により直接的に目視観察さ

れるワイヤガイドの基部に配置することができる。又は、第二の表示系は、ワイ

ヤガイドがアクセサリチャネルを出るのに応じて内視鏡により第二の表示系を視

認できるようにするため、ワイヤガイドの先端部に配置することもできる。

      【０００８】
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  本発明の更に別の実施態様では、基部における目盛基準マーキングを補うため

に、追加の目盛基準マーキングをワイヤガイドの先端部に配置することができる

。これら基部付近に配置された目盛基準マーキングは例えば、数値表示、連続的

に増大する一連のマーキング又はこれらの組合せなどであることができ、基部に

おける目盛基準マーキングが直接目視されるのと異なり、追加の目盛基準マーキ

ングは内視鏡により視認可能である。

      【０００９】

    【発明の実施の形態】

  下記の説明の理解を助けるために、本明細書で使用される下記の用語について

定義する。先ず、図１～図３に関連して使用される用語について定義する。「固

定基準点」５８は、目盛表示（数字、帯など）が既知の距離関係を有する医療装

置に沿った指示点と定義される。これは、医療装置の先端部に配置するか、又は

医療装置に沿った一層基部寄りの地点に配置することができる。数値ではなく、

帯又はその他の特異的記号が使用される場合、固定基準点は医療装置上に２カ所

以上に存在させることができる。例えば、一連の非数字マーキングが医療装置の

先端から２００ｃｍの地点で始まる場合、固定基準点は先端部及び２００ｃｍマ

ーキングの両方のところに存在させることができる。なぜなら、目盛マーキング

は両方の地点に属させることができるからである。「目盛基準マーキング」５９

は、固定基準点までの実際的又は相対的な距離を示す一連の表示の特異的部材で

ある。集合的に、目盛基準マーキングは、「第一の表示系」１２として知られて

いる。これは「中間マーキング」５４も含むことができる。中間マーキング５４

は、隣接する目盛基準マーキング５９間の規則的な増分で配設される線又はその

他の非特異的表示からなる。目盛基準マーキングの一例である、「数値基準マー

キング」１４は、特定の地点から固定基準点５８までの距離に対応する数値を意

味する。「数値目盛系」６５は、集合的な数値基準マーキング１４を意味する。

「連続的に増大するマーカー列」６５は、第一の表示系１２の一例であり、固定

基準点５８から手元に向かって又は遠方に離れて移動するように、規則的な間隔

（例えば、図１に示されるように５ｃｍ間隔）で帯４１、ドットなどの個数を増

加させるように構成されたマーカー列である。医療装置１０の全長に関して、「
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先端部分」５３は、処置中に内視鏡の先端部が通常出ていく部分と定義される。

内視鏡による観察用のワイヤガイド上に目盛表示が配設されている場合、先端部

分５３はこれらの目盛表示を帯有する。ワイヤガイドの「基部部分」４０は、ワ

イヤガイドが内在する内視鏡又はカテーテルの末端の主として外側である。これ

は内視鏡検査医により直接目視可能な第一の表示系を有する。中間部分５１は先

端部分５１と基部部分４０との間に位置しており、通常は、処置中は内視鏡の主

として内側である第一の表示系を有しない。「第二の表示系」１３は、内視鏡の

ような静止装置に対して医療装置を前進させるか又は後退させるオペレータに対

する表示を助けるマーキング（通常は対角線又は螺旋）を有する。第二の表示系

は、内視鏡による観察のための先端部分５３、直接的な目視観察のための基部部

分４０に配置させるか又は装置の全長にわたって存在させることもできる。第二

の表示系１３は印刷マーキング及びワイヤガイド外部被覆中に組込まれた螺旋状

ストライプの両方を含むことができる。本発明のその他の全ての要素は図面を参

照しながら説明する。

      【００１０】

  図１～図７はワイヤガイド１６からなる医療装置１０を示す。ワイヤガイド１

６は、先端部分５３、中間部分５１及び基部部分４０を有する。基部部分４０は

、ワイヤガイド１６を患者の体内の解剖学的構造及びその他の距離を測定するた

めに内視鏡と共に使用することを可能にする表示パターン１１を有する。図示さ

れた医療装置１０は、例えば、ニチノールのような中実状のコアワイヤを有する

長さが４８０ｃｍ又は２６０ｃｍの標準的な交換ワイヤガイド１６及びワイヤ全

体を熱収縮包装させた、ＰＥＴ又はその他の適当な材料のような、外側ポリマー

被覆４２からなることが好ましい。ワイヤガイドのＸ線透視検査配置を助けるた

めに、医療装置１０の先端部分は少なくとも１個の放射性同位元素マーカー２１

を含有する。放射線不透過性をもたらす異なる方法は、先端部に白金コイルを添

加するか、金又はその他の放射線不透過性マーカーを添加するか、放射線不透過

性インクを使用するか、又はコアワイヤ５０上に放射線不透過性収縮包装材料（

例えば、放射線不透過性ウレタン）を使用するか、ワイヤを放射線不透過性ポリ

マー内に浸漬するか、又は放射線不透過性先端４９上に接着させるような標準的
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な技法である。放射線不透過性先端４９は例えば、タングステン、バリウム又は

米国特許第５３０００４８号明細書に記載されたような方法により得られたその

他の幾つかのその他の放射線不透過性粉末が充填されたＰＥＢＡＸ（登録商標）

から形成されるようなものである。その後、先端４９は、先端４９を一層つるつ

るにする親水性材料内に浸漬させることができる。図示された実施態様では、表

示パターン１１はワイヤガイドの外部被覆４２上にインクで印刷されている。し

かし、医療装置を刻印するか又はマーキングするその他の周知な方法（例えば、

化学エッチング又は彫刻）も使用できる。帯４１は、放射線不透過性であること

ができる別の材料として、ワイヤガイドに刻印されるか又は塗布される。

      【００１１】

  図１の実施態様では、表示パターン１１は、ワイヤガイド１６の基部部分４０

上に配置された第一の表示系１２を有する。図示された実施態様では、基部部分

４０は第一の表示系１２の先端境界で始まる。第一の表示系１２は、先端から２

００ｃｍのところにある先端マーク５２と、この先端マークから３０ｃｍのとこ

ろにある末端マーク５６との間に存在する。基部部分４０の残りの部分は図示さ

れた実施態様では目盛表示を有しない。第一の表示系１２を構成する３０ｃｍ部

分内には、既知固定基準点５８に対する特定距離に対応する一連の特異的な目盛

基準マーキング５９が存在する。目盛基準マーキング５９は集合的に、連続的に

増大するマーカー列６４を形成する。このマーカー列は、先端（２００ｃｍ）マ

ーク５２から、５，１０，１５，２０及び２５ｃｍの地点で互いに５ｃｍの増分

で集中された異なる本数の帯１７，１８，１９，６１，６２からなる。この実施

態様における目盛基準マーキング５９は絶対尺度ではなくむしろ相対的なものな

ので、固定基準点５８又は基準目盛の“ゼロ点”は先端部２０、先端マーク５２

又は末端マーク５６の何れかであると思料することができる。図２及び図３に示

されるように数値表示１４が使用される場合、固定基準点５８は、基準目盛のゼ

ロ点として機能する、ワイヤガイド１６上の点である。この特定的な実施態様で

は、第一の基準マーク１７は５本の帯からなり、第二の基準マーク１８は４本の

帯を有し、第三の基準マーク１は３本の帯を有し、第四の基準マーク６１は２本

の帯を有し、第五の基準マーク６２は１本の帯を有する。別法として、帯の本数
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を先端側から末端側へ減少させることもでき、一層少ない本数又は一層多い本数

の基準マーキングを有することができる。一連の４本の単一ラインからなる中間

マーキング５４は、連続的に増大するマーカー列の隣接マーク間が１ｃｍ増分で

それぞれ配置されている。図示された実施態様では、単一の非特異的な帯４１は

、連続的に増大するマーカー列６４の境界を示すための、先端マーク５２と末端

マーク５６の両方として機能する。目盛基準マーキング５９を有するワイヤガイ

ドの３０ｃｍ部分は、狭窄が測定されているようなＥＲＣＰ処置中に内視鏡から

の出口点で通常落ちるであろう部分に対応する。図５は内視鏡２５で使用される

本発明のワイヤガイド１６を示す。このワイヤガイド１６は、内視鏡２５及び内

視鏡２５のアクセサリチャネル３０内のカテーテル４３の外側に存在する全体的

に連続的に増大するマーカー列６４を有する。図６に示されるように、狭窄３３

を測定するためにワイヤガイド１６が共通胆管３３中を前進される際に、ワイヤ

ガイド１６がワイヤガイドポート４４を出ていく地点は、測定値が得られるよう

に、第一の表示系１２内に十分に存在しなければならない。図６において、ワイ

ヤガイド１６は、共通胆管３３内の狭窄３４を測定するためのＥＲＣＰ処置で使

用される例示的なワイヤガイド１６を示す。基本的な処置は、膵管３５のような

胆管組織内の何処の箇所でも測定値を得るためにも使用される。図示されている

ように、内視鏡２５は先ず十二指腸内に挿入され、胆管組織の入口であるファー

ター(Vater's)乳頭３２にまで前進される。次いで、ワイヤガイド１６は、内視

鏡２５のアクセサリチャネル３０から前進される。内視鏡２５のエレベータ２８

は、ダクトを介して狭窄３４にまでの前進を容易にするために、内視鏡の側面開

口２９からワイヤガイド１６を横方向に偏向させるために配置されている。ワイ

ヤガイド１６の先端部２０が放射線不透過性部品２１を有する場合、本発明の装

置はＸ線透視検査下で狭窄３４の末端点（開口部から最も遠い点）３７まで導か

れる。この地点で、検査医は、図５に示されるようにワイヤガイド上に印刷され

た表示パターン１１を用いてワイヤガイド１６の基部部分４０の位置を確認する

。ワイヤガイド１６がこの処置のための適切なサイズを有する場合、所望の状態

は、内視鏡２５のワイヤガイドポート４４を出るワイヤガイド１６に沿った地点

が第一の表示系１２の目盛基準マーキング５９内に存在するような態様である。
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第一の値が決定された後、この位置における特定の目盛基準マーキング５９を書

き留めることにより、ワイヤガイド１６は、（ワイヤガイド先端部２０のような

）放射線不透過性マーカー２１は狭窄３４の先端点（開口部に最も近い点）３８

に対応する。この時点で、ワイヤガイド１６の位置をワイヤガイドポート４４に

関連して再読する。そして、その差を計算し、狭窄３４の長さを決定する。測定

を助力するために、クリップ、テープなどのような外部マーカーも、初期位置に

おけるワイヤガイドをマークするための基準として使用できる。測定後、カテー

テル又はその他の装置をワイヤガイドを介して前進させることができる。このワ

イヤガイドは別の装置の交換を容易にすることができる。

      【００１２】

  図７は、表示パターン１１が第二の表示系１３を有する実施態様を示す。第二

の表示系１３、ワイヤガイドが内在する内視鏡２５に対してワイヤガイド１６が

動いているか否か、内視鏡検査医が明確に識別することを助けるためのものであ

る。図示された実施態様では、第二の表示系１３は、ワイヤガイドの先端部分５

３上に印刷された一連の斜線マーキング１５からなる。このような斜線マーキン

グ１５は第一の表示系１２からなる数値表示１４間に配置される。第二の一連の

斜線マーキング１５は、内視鏡２５により一層容易に観察するために、互いに対

して１８０゜で配置させることができる。マーキングの対角線配向は、ワイヤガ

イド１６の長手方向の動きを装置操作者に対して一層明瞭にする。図４～図５に

示されるような螺旋状ストライプは第二の表示系１３の別の実施態様を構成する

。このような第二の表示系１３は、内視鏡（先端部分５３）又は直接目視（基部

部分４０）の何れかにより移動検出を容易にするために、ワイヤガイドの長さの

全体にわたって配置させることができる。図１Ａは、螺旋状ストライプの別の実

施態様を示す。この螺旋状ストライプは、ワイヤガイド１６のポリマー外部被覆

４２に組み込まれた交互着色ストライプ７４，７５を有する。その結果、追加的

な第一又は第二の表示系１２，１３螺旋状ストライプ７４，７５の先端上に印刷

することができる。第二の表示系１３は、米国特許出願第ｘｘｘｘｘ号明細書に

詳細に説明されており、この実施態様では、ワイヤガイドの先端部分上の目盛基

準マーキングを読むのではなくむしろ、内視鏡を用いて測定を行うために、先端



(14) 特表２００３－５０１１２７

部分５３（例えば、装置の先端１５ｃｍ部分）上に配置された第一の表示系１２

を有する。図示された実施態様では、数値目盛系６５は、１ｃｍの増分で配置さ

れた数値表示１４を有する。図１の基部部分４０のマーカー列と同様な場合によ

り連続的に増大するマーカー列（図示されていない）は、５ｃｍ増分で使用する

ことができ、あるいは数値目盛系に対する代替手段として使用することができる

。図７の実施態様では、先端部分５３に表示パターン１１を有するワイヤガイド

１６は、図５の実施態様におけるように、狭窄の両端部に配置される。この時点

で、数値表示１４を、光源２６で照明しながらカメラレンズ２７で読み取ること

ができる。図１及び図７の基部部分４０及び先端部分５３の表示パターンは、単

一の装置における内視鏡検査医に対する両方のオプションを提供するために都合

良く併用することができる。

      【００１３】

  場合により、ワイヤガイドの部分４０，５１及び５３の外部被覆４２は、それ

ぞれ異なる材料から構成することができる。例えば、先端部分５３はＰＥＴ被覆

を有することができる。ＰＥＴ被覆は印刷適性に優れている。一方、中間部分５

１及び／又は基部部分４０はＰＴＦＥで形成することができる。ＰＴＦＥは、こ

の上に印刷する前に表面の事前処理がしばしば必要である。別の実施態様では、

装置の先端部分５３の最も先端部分（例えば、５ｃｍ）は、図１Ａに示されるよ

うにＰＥＢＡＸ（登録商標）で形成されるように、別のポリマー先端部４９にタ

ングステン又はバリウム粉末を充填することにより都合良く放射線不透過性にす

ることができる。肩部７６を包含する先端部４９は、シアノアクリレート又は別

の適当な材料を用いて、ワイヤガイド５０の傾斜区画４８に接着されている。外

部被覆４２は肩部７６上に付着され、平滑な遷移が形成される。更に、別のタイ

プの第一又は第二の表示系を図４に示す。この実施態様は、先端部分５３上に配

置された被覆４２を有する先端部分５３におけるコアワイヤ５０に施用された放

射線不透過性管材料４９（例えば、放射線不透過性ウレタン）のような放射線不

透過性マーカーを有する。図示されているように、放射線不透過性管材料４９は

、長さを決定するための既知目盛に対応する規則的間隔（例えば、５ｃｍ間隔）

で一連の放射線不透過性表示をもたらす。
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      【００１４】

    【発明の効果】

  図示された実施態様は、表示を有するワイヤガイドを含むが、この明細書に記

載された表示パターンは、カテーテル、括約筋切開刀又はその他の関連装置のよ

うな、内視鏡と共に使用できる細長い医療装置に対しても適用することができる

。

【図面の簡単な説明】

    【図１】

  本発明の実施態様の一例の側面図であり、１Ａはその部分拡大図である。

    【図２】

  本発明の第二の実施態様の部分拡大側面図である。

    【図３】

  本発明の第三の実施態様の部分拡大側面図である。

    【図４】

  本発明の第四の実施態様の部分拡大側面図である。

    【図５】

  内視鏡と共に使用される図４の実施態様の部分拡大斜視図である。

    【図６】

  生体内で使用されている状態を示す模式的断面図である。

    【図７】

  内視鏡と共に使用される図１の第五の実施態様の部分拡大斜視図である。
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【図１】
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【図１Ａ】

【図２】
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【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】
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【図７】
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【国際調査報告】
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要解决的问题：提供一种适用于测量胆管组织狭窄长度的内窥镜。 解决
方案：这是一系列的刻度标准，包括一个细长的构件（10），例如带有
聚合物外涂层（42）的实心芯交换导线导管（16），布置在该细长的构
件的基部（40）上。 它具有由标记（59）组成的第一显示系统
（12）。 在其尖端具有不透射线的标记物（21）的导线器在体腔（32）
内前进。 将不透射线的标记绘制到第二点（34），并记录新的刻度参考
标记（13）。 计算沿标度的两点之间的距离，以确定狭窄的长度。 提供
第二指示器系统（13），例如对角标记（15）或螺旋条纹（23），以帮
助检查医师在医疗过程中保持替换线导的位置。 也可以包含它，以方便
方向运动的检测。
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